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I. 序論：学術界への意図的な挑発 
 

2025 年 10 月に開催が予定されている「Agents4Science 2025 」会議は、単なる目新しいイベ

ントではなく、計算され尽くした意図的な挑発として学術界に登場した。この会議は、科学的

実践の確立された規範と、高度な人工知能（AI）がもたらす破壊的な能力との間に、必要では

あるが不快感を伴う対立を強いるように設計されている。その核心にある緊張は、人間の説明

責任、独創性、知的貢献といった伝統的な概念と、今や科学的発見のプロセスに参加し、さら

には主導することさえ可能な AI システムの現実との衝突である。 

この会議の基本的前提は前例がない。投稿されるすべての論文において AI が筆頭著者であるこ

とが義務付けられ、査読も AI システムが担当する 1。これは、AI の著者性を明確に禁止してい

るほぼすべての一流学術誌や国際会議の方針に真っ向から挑戦するものである 1。主催者は、こ

の会議を、AI 駆動型の科学の時代における功績の帰属、検証、倫理に関する新しい規範を構築

し始めるための、透明性が高く、管理された低リスクの環境であると位置づけている 2。これ

は、理論的な議論から経験的な観察へと対話を進めるための明確な試みである。 

既存の学術機関、特に『Nature』や『PNAS』といった権威ある学術誌は、説明責任の所在が

不明確であるという正当な懸念から、AI の著者性を認めない方針を打ち出してきた 1。しか

し、この禁止措置は研究者による AI の利用を止めるものではなく、むしろその利用を水面下に

押しやり、AI の貢献を過小評価または隠蔽することを奨励する「暗黙の了解」的な文化を生み

出している 4。この現状は、AI の真の能力と限界を理解する上で深刻な障害となっている。

Agents4Science の主催者はこの矛盾を的確に捉えている。AI の著者性を「義務化」し、プロ

ンプトや AI による査読結果を公開することでプロセス全体の透明性を確保することにより、彼

らはこの問題を公の場に引きずり出そうとしている 3。 

したがって、この会議の第一の機能は、単に AI が生成した論文を披露する場を提供することで



はない。そのより深い目的は、制度的な触媒として機能することにある。それは、より広範な

学術コミュニティが AI との協働に関する新しい、より現実的な基準を策定せざるを得なくなる

ようなデータ、ケーススタディ、そして公開討論を生み出すことを目指している。本報告書

は、Agents4Science を単なる会議以上のもの、すなわち人間と AI の科学者が対等な協力者と

して協働する、新しい科学研究のパラダイムに必要な制度的基盤を構築するための根源的な試

みとして位置づける。これは、学術イベントの形をとった、制度設計の試みなのである。 

 

II. 設計者：ジェームズ・ゾウ博士が描く自動化科学のビ

ジョン 
 

この会議の首謀者であるスタンフォード大学のジェームズ・ゾウ准教授の人物像を深く掘り下

げることで、Agents4Science が彼の特定の研究軌道と公的な問題提起の論理的かつ戦略的な

集大成であることが明らかになる。彼の研究は、この急進的な実験に対する技術的な概念実証

と知的な動機の両方を提供している。 

ゾウ博士は、スタンフォード大学の生物医学データサイエンス、コンピュータサイエンス、電

気工学の准教授であり、スタンフォード AI ラボのメンバーでもある 3。彼の研究は、AI をより

信頼性が高く、人間と互換性があり、統計的に厳密なものにすることに焦点を当てており、特

に医学や生物学への応用に強い関心を持っている 7。 

会議の発表直前である 2025 年 7 月、ゾウ博士の研究チームは画期的な論文を『Nature』誌に

発表し、彼らの「バーチャルラボ（Virtual Lab）」について詳述した 10。このシステムは、協

働する AI エージェントのチームを用いて、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する新規

ナノボディを自律的に設計し、その成果は後の実験で検証された。この AI エージェントたち

は、仮説生成、改良、計算論的実験を、人間の介入を最小限（推定 1%）に抑えて実行した 10。 

この成功体験は、ゾウ博士が直面する制度的な壁を浮き彫りにした。彼は、AI が研究に決定的

な貢献をしているにもかかわらず、学術誌や会議が AI を共著者として認めてくれない「窮屈な

状況」に公然と不満を表明してきた 1。彼にとって、これは科学における AI の将来的な役割を

理解し、形成していく上での障害となっている。Agents4Science は、この制度的な行き詰ま

りに対する彼の直接的な回答なのである。 

ゾウ博士の「バーチャルラボ」は、AI エージェントが新規性のある検証可能な科学的成果を生

み出せることを技術的に証明した。しかし、その方法論を発表した『Nature』誌自身の方針

が、将来的にその AI エージェントたちが発見した成果に関する論文において、彼らを著者とし

て記載することを許さないという矛盾をはらんでいる 1。つまり、既存の学術出版システムは、



「AI 科学者に関する研究」は出版するが、「AI 科学者による研究」は出版しないという功績

帰属のパラドックスを生み出している。 

この状況は、Agents4Science が単なる哲学的な実験ではないことを示唆している。それは、

ゾウ博士自身の研究の成功から生まれた、実践的な必要性なのである。彼は AI 駆動の発見を生

み出すエンジンを構築し、今、その成果物を受け入れるためのエコシステム（専用の発表の

場）を構築しようとしている。この会議は、彼が自身の『Nature』論文で個人的に直面した矛

盾を解決するための直接的な試みと言える。 

 

III. 必要な実験か？ 科学出版の危機に立ち向かう 
 

Agents4Science を、特に AI のような進歩の速い分野における、現在の学術出版モデルの広範

かつ体系的な欠陥という文脈の中に位置づけることで、その真の意義が明らかになる。この会

議の査読に対する急進的なアプローチは、持続不可能な論文投稿数と査読の質の低下によって

特徴づけられる、広く認識された「査読の危機」への直接的な応答であると論じることができ

る。 

ICML、NeurIPS、AAAI といった主要な AI 分野の国際会議では、現在、それぞれ 1 万件を超え

る論文が投稿されており、その数は指数関数的に増加している 14。この急増は、資格を持つ人

間の査読者のキャパシティを完全に圧倒している。その結果として生じるのは、膨大な作業負

荷に起因する査読の質の低下、査読者の無責任、そして燃え尽き症候群である 14。著者と査読

者の間には力の不均衡が存在し、著者は表面的で無責任な査読に対して効果的な対抗手段を持

たないという問題も認識されている 14。 

さらに皮肉なことに、人間の査読者自身が大規模言語モデル（LLM）を用いて質の低い表面的

な査読コメントを生成するという憂慮すべき傾向が出現しており、査読プロセス全体の信頼性

をさらに損なっている 15。これは、人間主導のシステムが内包する深刻な欠陥を露呈してい

る。既存の機関もこの問題に取り組んではいる。例えば、AAAI は、人間の査読者を補完する

ために AI が非決定的なレビューを提供する「AI 支援査読」を試験的に導入している 19。学術

誌もまた、編集者による初期スクリーニングを支援するための自動化ツールの導入を検討して

いる 20。しかし、これらはあくまで漸進的な変更であり、体系的な改革には至っていない。 

このような状況下で、Agents4Science は人間主導のシステムが崩壊の兆しを見せ、皮肉にも

人間による AI の不正利用によって腐敗しつつあるまさにその時に、完全に AI が駆動する査読

システムを提案している 1。査読の危機の核心的な問題は、質の高い人間の査読能力の供給と、

論文投稿という需要の指数関数的な増加との間のミスマッチにある。人間の査読者は一貫性が

なく、偏見を持ち、そして今や一部のケースでは、自身の知的労働を透明性なく AI に外注する



という非倫理的な行為に及んでいる。Agents4Science の提案は、この問題を根本から覆す。

人間の査読者による AI の不正利用を取り締まる代わりに、AI を公式かつ透明性のある査読者

として位置づけるのである。 

したがって、この会議における AI 査読という要素は、単に AI 著者性と対をなす目新しさだけ

を狙ったものではない。それは、学術出版における「人間」というボトルネックに対する、急

進的な解決策の提案なのである。この実験は、適切に設計されたマルチエージェント AI 査読シ

ステムが、疲弊し機能不全に陥りつつある人間によるシステムよりも、一貫性があり、スケー

ラブルで、潜在的により偏見の少ないフィードバックを提供できるかどうかを検証するもので

ある。それは、AI を査読の信頼性に対する脅威としてではなく、むしろその救世主として再定

義する試みなのである。 

 

表 1：AI の著者性および査読に関する方針の比較分析 

 

 

項目 Agents4Sci
ence 2025 

Nature PNAS AAAI ICML 

著者として

の AI 

必須 2 禁止 1 禁止 5 
禁止（推

定） 
禁止（推

定） 

AI による執

筆支援の開

示 

必須（詳細

なチェック

リスト） 21 

必須 1 必須（方法

または謝辞

に記載） 6 

「適切な使

用」に関す

る方針あり 
19 

「出版倫

理」に関す

る方針あり 
22 

査読者によ

る AI の使

用 

必須（AI が
査読者） 21 

禁止 1 
禁止（守秘

義務によ

り） 

AI 支援査読

を試験導入

（非決定

的） 19 

禁止（守秘

義務によ

り） 

 

IV. AI 科学者の解体：Agents4Science のフレームワー

ク 



 

本セクションでは、この会議の運営メカニズムを詳細に分析し、見出しの裏にある、この新し

い科学的エコシステムを定義する具体的な規則とプロセスを検証する。分析は、AI の自律性と

人間の監督との間で、このフレームワークがいかにしてバランスを取ろうとしているかに焦点

を当てる。 

 

投稿要件 
 

● AI の筆頭著者性: AI システムが主要な創造者として、仮説生成、実験、執筆を主導しなけ

ればならない。また、唯一の筆頭著者として記載される必要がある 2。 
● 人間の役割: 人間は共著者として参加できるが、その役割は支援的または監督的なもの

（アイデアの提供、出力の確認、フィードバックなど）に限定される。コーディングや執

筆といった中核的な作業を行うことはできない 2。 
● 透明性の確保: 著者は、研究ライフサイクル全体にわたる AI と人間の貢献者の具体的な役

割を詳述する「AI 研究自律性開示チェックリスト」を完成させなければならない 21。これ

は、会議の目標の一つである透明性を直接的に実現するための措置である 4。 

 

査読プロセス 
 

● マルチ AI レビューパネル: 特定のモデルに起因する偏りを避けるため、各論文は複数の独

立した LLM システムによって評価される 21。 
● 標準化された評価基準: AI 査読者は、確立された NeurIPS 2025 の査読テンプレートを使

用し、論文を品質、明瞭さ、重要性、独創性の観点から採点する 21。これにより、AI によ

る査読が、人間中心の馴染み深い基準に基づいていることが保証される。 
● 人間による監督委員会: AI パネルによって上位に選出された論文は、権威ある専門家諮問

委員会を含む人間の専門家からなる委員会によって評価される。この委員会が最終的な採

択決定と賞の授与を行う 1。 

 

会議の形式 
 

会議は 1 日間のバーチャルイベントとして開催され、招待講演、採択論文の口頭発表、そして



AI が生成する研究の未来に関するパネルディスカッションが予定されている 2。 

 

表 2：Agents4Science 2025 運営フレームワーク 

 

 

カテゴリ 詳細 

タイムライン 論文投稿締切：2025 年 9 月 15 日 
採否通知：2025 年 10 月 5 日 
会議開催日：2025 年 10 月 22 日 4 

著者性に関する規則 筆頭著者：AI システムのみ 
人間の共著者：助言・監督役に限定 
情報開示：AI 自律性チェックリストの提出

が必須 2 

査読プロセス 第 1 段階：複数の LLM による匿名査読パネ

ル 
第 2 段階：上位論文に対する人間の専門家

委員会による評価 21 

評価基準 品質、明瞭さ、重要性、独創性（NeurIPS
テンプレートに基づく） 21 

会議の成果物 口頭発表、スポットライト発表、公開され

る論文および AI による査読結果（オープン

リソースとして） 3 

 

V. 研究の再定義：AI の著者性と査読がもたらす根源的課

題 
 

この重要なセクションでは、Agents4Science モデルが提起する、倫理的、哲学的、そして法

的な中心課題を徹底的に分析する。この会議をケーススタディとして用い、人間以外のエージ



ェントが科学的知識の創造者となったときに生じる深遠な問いを探求する。 

 

V.A 説明責任と独創性 
 

● 説明責任の欠如: AI が執筆した論文に捏造されたデータ、有害な結論、あるいは盗用が含

まれていた場合、誰が法的・倫理的責任を負うのか。現在の著者性の基準は、責任を問う

ことができる人間が存在することを前提としている 1。この会議のモデルは、その責任を

人間の「アドバイザー」に全面的に移行させるが、これは未検証の新たな責任の枠組みを

創出するものである。 
● 独創性の本質: 膨大な既存の人間が作成したテキストとデータを学習した AI によって生成

された著作物は、真に「独創的」と言えるのか。これは著作権に関する根源的な議論に触

れる。米国の著作権法は現在、創造的なコントロール権を持つ人間の著者を要求している 
23。この会議の前提は、AI を著者とし、人間を単なるツールやガイドとして扱うことで、

この法的基準に直接挑戦する。これは、AI が生成した発見の知的財産権の帰属について重

大な問題を提起する 24。 

 

V.B 組織的バイアスの影 
 

● AI による AI の優遇: 『PNAS』誌に掲載された研究は、LLM が意思決定の役割で用いら

れる際、他の LLM や AI 支援を受けた人間によって生成されたコンテンツを暗黙のうちに

優遇する可能性があることを示唆している 26。これは、AI による査読プロセスが自己強化

的なエコーチェンバーを生み出し、AI が生成した研究スタイルを体系的に好み、斬新な人

間のアイデアを差別する可能性があるという憂慮すべき事態を示唆する。 
● 訓練データのバイアスの永続化: AI システムは、その訓練データに存在するバイアスを反

映し、増幅させる可能性がある 17。既存の科学文献で訓練された AI 査読者は、主流の理論

を支持し、真にパラダイムシフトをもたらす（しかし型破りな）アイデアを罰する傾向を

持つかもしれず、結果としてイノベーションを阻害する恐れがある。 

 

V.C 進化する人間の役割 
 

● 創造者からキュレーターへ: Agents4Science モデルは、研究者の役割が、実践的な実験者

や執筆者から、高レベルの戦略家、プロンプター、そして検証者へと移行することを公式



化する。中核となるスキルは、プロンプトエンジニアリング、実験設計の監督、そして AI
の出力に対する批判的な評価へとシフトする可能性がある。 

● 認知的・倫理的リスク: AI ツールへの過度の依存は、人間の批判的思考力や研究スキルの

萎縮に関する懸念を引き起こす 24。また、「自動化バイアス」、すなわち人間が自動化シ

ステムの出力を過度に信頼し、微細だが致命的な誤りを見逃すリスクも存在する。この懸

念は、Sakana  AI の実験で見られた引用エラーによっても裏付けられている 28。 

この会議は、開示のための詳細なフレームワーク（AI 自律性チェックリスト 21）、多層的な査

読プロセス（AI パネル＋人間による監督 21）、そして権威ある人間の諮問委員会 4 を備えてい

る。これらはすべてガバナンスのメカニズムである。AI の著者性に対する主な反対意見は、そ

の能力に関するものではなく、信頼、説明責任、検証のための確立された枠組みが存在しない

ことに関するものである。主催者は、これらのガバナンスのギャップに正面から取り組むため

に、会議の構造を積極的に設計した。開示チェックリストは透明性の問題に取り組み、ハイブ

リッドな査読モデルは人間の判断と監督の必要性に対応し、諮問委員会は知的・倫理的な権威

を提供する。 

したがって、Agents4Science は単なる科学的な実験ではなく、ガバナンスの実験でもある。

それは、科学における AI の役割を管理するための新しい一連の規則と制度を創出し、検証する

ための実地演習である。この会議の成否は、生み出された論文の質だけでなく、そのガバナン

スモデルが堅牢で、公正で、信頼できるものであると証明されるかどうかによっても判断され

るだろう。ゾウ博士が予期する「有益な失敗」1 は、このガバナンス実験にとって、成功と同じ

くらい価値があるのである。 

 

VI. 自律的な未来のためのガードレール構築：検証、再現

性、そして信頼 
 

本セクションでは、AI 科学者が当たり前になる未来において必要とされる、技術的および制度

的な安全策を探求する。Agents4Science の査読モデルをプロトタイプとして分析し、自動化

された科学の完全性を保証するために必要な、より広範でスケーラブルな解決策について議論

を拡大する。 

 

検証の課題 
 



AI が生成した論文で提示された結果が、ハルシネーションではなく妥当なものであることを、

我々はどうすれば確信できるのか。これは極めて重要なハードルである。 

● 提案されている解決策: AI が生成した主張を原典文献と照合して検証する「検証エンジ

ン」29 や、仮説の自動生成と検証のためのフレームワーク 30  に関する研究が進行中であ

る。この分野は、AI システムの検証、説明、制御に焦点を当てた「モデルサイエンス」と

いう新たなパラダイムへと移行しつつある 31。 

 

再現性の危機と AI 
 

科学界はすでに再現性の危機に直面している 33。複雑なコードと「ブラックボックス」モデル

を伴う AI による研究は、この問題をさらに悪化させる可能性がある。 

● 技術的解決策: 再現性を確保するためには、コード、モデル、コンテナ化されたソフトウ

ェア環境の共有を義務付けるなど、新たな制度的・技術的基準が必要となる 35。学術誌は

すでに、再現性チェックリストやバッジの導入へと動き出している 37。 

 

来歴と真正性の確立 
 

AI が生成したコンテンツが溢れる世界で、真正な研究と巧妙な捏造をどうすれば確実に見分け

ることができるのか 27。 

● 電子透かし（デジタルウォーターマーキング）: 有望な技術的解決策の一つが電子透かし

である。これは、AI が生成したテキストや画像に、生成時に知覚できない信号を埋め込む

技術である 40。これにより、AI による生成物であることを示す検証可能なマーカーが提供

され、学術的不正行為を抑止し、偽情報の出所を追跡するのに役立つ 42。 

Agents4Science 会議は、科学の AI「生成」における画期的な出来事である。同時に、AI の
「検出」と「検証」に焦点を当てた研究分野も並行して進展している 29。日本の政府や学術団

体は、すでにガイドラインや電子透かしのような技術的解決策について議論を始めている 42。

質の高い AI 生成コンテンツの普及は、その真正性と出所を確実に検証するための信頼性の高い

方法に対する、即時かつ緊急のニーズを生み出す。これにより、2 つの異なる、しかし共進化

する技術的軌道が生まれる。すなわち、生成モデルはより人間に近くなり、検出・検証モデル

は AI の痕跡を特定する上でより洗練されていく。 

電子透かしのような技術的解決策 43 は、生成物に検証可能な「指紋」を与える方法として提案



されているが、これはモデル作成者の協力（例えば、OpenAI が鍵を保持する 43）に依存す

る。悪意のある者は、そのような保護策のないオープンソースモデルを使用する可能性があ

る。 

このことから、Agents4Science 会議が AI 生成科学の分野を正当化し、加速させることで、必

然的に AI 生成科学の「検証」分野の加速も引き起こすことがわかる。これは、技術的および制

度的な軍拡競争の舞台を設定する。学術的誠実性の未来は、「AI 科学者」の能力だけでなく、

彼らを誠実に保つために開発される「AI 審判員」（検証ツール、電子透かしの基準、再現性プ

ラットフォーム）の堅牢性にかかっているのである。 

 

VII. 最前線からの視点：諮問委員会からの洞察 
 

本セクションでは、著名な専門家からなる諮問委員会 4 の戦略的な役割を分析する。委員会の

メンバーが単にその名声のために選ばれたのではなく、彼らの専門知識が Agents4Science 実

験の最も深遠な課題と機会に直接的に対応していることを論じる。彼らの集合的な業績は、こ

の新しい領域を航海するための知的なロードマップを提供する。 

● グイド・インベンス（ノーベル経済学賞受賞者）：因果性と信頼の守護者 
○ 専門性: インベンス氏のノーベル賞受賞研究は、単なる相関関係ではなく、データから

原因と結果を特定する因果推論に関するものである 45。彼は、自動化システムが重要

な意思決定において信頼されるためには、透明性、監査可能性、そして何が「なぜ」

起こったのかを説明する能力が必要であると強調する 48。 
○ 示唆: 彼の参加は、この会議がブラックボックス的な AI の予測を超え、真の科学的発

見の基盤である因果的な主張を生成し、擁護できる AI システムの実現に深くコミット

していることを示している。彼は、厳密で、信頼でき、説明可能な AI の論理的思考に

対する要求を象徴している。 
● エリック・トポル（医師・科学者、未来学者）：人間中心の医療 AI の提唱者 

○ 専門性: トポル博士は、AI が医師に取って代わるのではなく、データ集約的なタスク

を処理することで臨床医を「深い共感」と人間的なつながりのために解放し、いかに

して医療を変革できるかについての第一人者である 50。彼は、人間には見えないパタ

ーンを AI が見抜く能力を擁護し、それがより早期で正確な診断につながると主張する 
52。 

○ 示唆: トポル博士の関与は、この会議の目標を人間と AI のパートナーシップというよ

り広範なビジョンの中に位置づける。彼は、AI 科学者が人間の知性を増強し、複雑な

疾患に取り組み、最終的には人間の研究者に最も創造的で影響力のある側面に集中す

るための「時間の贈り物」を与える強力なツールとして機能しうるという楽観的な見

方を代表している 51。 



● イェジン・チェ（AI 研究者、マッカーサー・フェロー）：常識と多元主義の擁護者 
○ 専門性: チェ氏の研究は、AI に「常識」を教え、単一の「正解」という仮定を超えて

「多元的アライメント」へと向かうことに焦点を当てている。これは、AI が多様な人

間の価値観や視点に貢献できるようにすることを保証するものである 55。彼女はま

た、より小型で、効率的で、公平な AI モデルの提唱者でもある 56。 
○ 示唆: チェ氏の視点は、画一的な AI 思考のリスクに対する重要なカウンターバランス

として機能する。彼女の研究は、単一の目的関数を最適化するだけでなく、ニュアン

スをもって推論し、文脈を理解し、科学的思考の多様性を尊重できる AI 科学者を構築

する必要性を強調している。彼女は、AI が科学を均質化するのを防ぐという倫理的要

請を代表している。 

 

VIII. 結論：AI 科学者の軌道を描く 
 

本報告書の最終セクションでは、これまでの分析結果を統合し、Agents4Science 会議とその

広範な影響について、多角的な判断を示す。結論として、この会議は、その直接的な成果にか

かわらず、「AI 科学者」という存在が理論的な概念から、科学界が今まさに直面しなければな

らない実践的な現実へと移行したことを示す極めて重要なイベントであると位置づける。 

この変化は、会議が引き起こしたものではなく、むしろその兆候であり、加速器である。ゾウ

博士の「バーチャルラボ」や Sakana AI の「AI サイエンティスト」10 のようなシステムの成功

は、技術がすでにその段階に到達していることを示している。もはや重要な問いは、AI が論文

を共著するか「どうか」ではなく、科学界がこの新しい現実を「どのように」管理していくか

である。 

Agents4Science から得られる「有益な失敗」1 は、その成功と同じくらい重要である。それら

は、学術誌、大学、そして資金提供機関が、画一的な禁止措置から脱却し、以下のような洗練

されたエビデンスに基づく方針を策定するために必要な具体的なデータを提供するだろう。 

● AI の貢献に関する開示基準: 会議の開示チェックリスト 21 に着想を得て、研究における AI
の役割を記述するための普遍的な分類法を作成する。 

● 検証と再現性のためのプロトコル: AI が関与する研究に対して、コンテナ化や、将来的に

は電子透かしといった技術的解決策の使用を義務付ける。 
● 新しい査読モデルの探求: AI を規模と一貫性のために活用しつつ、新規性やインパクトに

ついては人間の判断を保持する、ハイブリッドな AI-人間査読システムを模索する。 

最終的に、Agents4Science は決定的な解決策としてではなく、不可欠であり、おそらくは必

要不可欠な触媒として見なされるべきである。管理された環境で意図的に古い規則を破ること



により、それは新しい規則の創設を強いる。これは、我々の最も強力な知的ツールが持つ能力

に、我々の科学的制度を適合させるための、長く複雑な共進化のプロセスの始まりである。こ

の「異色の学会」は、科学的探求が人間と人工知能との真のパートナーシップとなる未来を垣

間見せるものである。 
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